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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

イ 富士山周辺地域 

（ア）道路案内標識適正化研究会における検討 
 

【研究会構成】 

 

NO. 所 属 備 考 

1 総務部東部地域支援局  

2 産業部振興局観光コンベンション室  

3 建設部管理局企画監（企画・広報担当）  

4 建設部道路局道路企画室  

5 建設部道路局道路保全室  

6 建設部都市局都市計画室  

7 沼津土木事務所  

8 静岡土木事務所  

9 富士土木事務所  

10 富士宮市  

11 富士市  

12 御殿場市  

13 裾野市  

14 小山町  

15 富士川町  

16 芝川町  

 

 
【検討経過】 

 

時 期 会議開催等 内  容 

6 月 13 日 研究会の事前説明会 公共サインのルールと研究会の目的 

8 月 9 日 第１回研究会 研究会における検討内容 

 

9 月 12 日 

9 月 13 日 

第２回研究会 

沼津管内市町ヒアリング 

富士管内市町ヒアリング 

目標地、著名地点についての要望・意見 

9 月 27 日 
道路案内標識適正化研究会

連絡調整会議 

県内の目標地と道路分類についての調整と 

情報交換 

10～ 2 月 － 著名地点の設定に関する各市町との調整 

3 月 17 日 第３回研究会 目標地、著名地点の検討結果報告 

3 月末日 － 最終成果配布 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

（イ）地域のテーマ 

 （ア） 円滑な移動の確保 

（わかりやすさ） 

（イ） ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝへの対応 

（国際化） 

（ウ） 景観への対応 

（景観） 

共
通
項
目 

 わかりやすい道路案内標識への

改善 

 観光地エリアへの案内誘導強化 

 目標地の適正化及び市町村合併

後の案内地名の修正 

 基本ルールの徹底のための講習

会開催 

 道路案内標識への英字サイズの

拡大表示 

 公共サインに表示する英語名称

の統一 

 駅周辺や観光施設などの公共サ

インの多言語化 

 観光案内パンフレットの多言語化

 道路沿線の景観を乱している看

板の撤去・集約 

 標識板の裏面や標識柱に、景観

に配慮した色彩の採用（茶色を標

準） 

富
士
山 

周
辺
地
域 

 富士山登山道案内の強化 

 県境での案内の連続性確保（富

士箱根伊豆地域） 

 御殿場 IC へのわかりやすい案内

の調査・検討 

 新富士駅、富士駅、御殿場駅（富

士山への乗継ぎ）周辺の公共サ

インの多言語化 

 山梨県と連携した富士山登山道

案内の多言語化 

 富士山への眺望改善のための景

観形成の仕組みづくり 

 ぐるり・富士山風景街道との連携

 

【わかりやすさ】 

■富士山登山道案内の強化 
・富士山への主要観光ルート上に位置する IC や主要幹線道路の交差部では、富士山を補助   

的な小型の著名地点誘導標識で案内し、主要幹線道路から内側に入った時点で、富士山エ

リアとして 3 つの登山道（富士宮口、御殿場口、須走口）や駐車場（水ヶ塚）を著名地点

誘導標識で案内します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・知名度が高く、広域的な利用が見込まれる主要な観光地や交通結節点（朝霧高原、白糸滝、

十里木、足柄峠、印野、田子の浦港）を追加し、富士山周辺地域内の周遊性を高めます。 

・富士山スカイライン、ふじあざみラインを道路の通称名標識（119 系）や路線番号標識（補

助板）にて案内します（富士山スカイライン：富士山公園太郎坊線の南北方向の冬期閉鎖

区間）。 

■県境での案内の連続性確保（富士箱根伊豆地域） 
・山梨県、神奈川県との連携により、県境部での案内の連続性を確保します。 

・字名は原則一般地として選定しませんが、必要に応じて地域の入口や山間部では、補助板

にて案内を行います。 

■御殿場ＩＣへのわかりやすい案内の調査・検討 
・上下線で出入口が異なり、分かりにくい御殿場 IC 周辺の案内を調査検討します。 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

【国際化】 

■新富士駅、富士駅、御殿場駅（富士山への乗継ぎ）周辺の公共サインの多言語化／山

梨県と連携した富士山登山道案内の多言語化 
・外国人利用者が多い駅周辺の案内や、登山道案内の多言語化と英語名称の統一等を山梨県

と連携、協議して進めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観】 

■富士山への眺望改善のための景観形成の仕組みづくり／ぐるり・富士山風景街道との

連携 
・富士山への眺望を阻害している標識や民間看板、歓迎看板（モニュメント）の改善の仕組

みづくりなどを、「ぐるり・富士山風景街道」との連携を図りながら進めます。 



 

 46

富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

（ウ）経路案内 

  ａ 道路分類と目標地の設定 

富士山周辺地域の道路分類と目標地 

 道路分類 富士山周辺地域 

主要幹線 

道  路 

東名高速道路           新東名高速道路 
東富士五湖道路          西富士道路 
国道１号             国道 138 号      
国道 139 号（国管理区間）     国道 246 号 
県道 174 号［富士停車場線］（蓼原大橋南交差点～宮島東交差点） 
県道 353 号［田子浦港富士インター線］（富士ＩＣ～永田町 2 周辺） 

富士市道 45-2、45-3 号［田子浦伝法線］（永田町 2周辺～蓼原大橋南交差点）

幹線道路 国道 469 号            国道 139 号（県管理区間） 
県道 10号［富士川身延線］     県道 24号［富士裾野線］ 
県道 72号［富士白糸滝公園線］   県道 76号［富士富士宮由比線］ 
県道 82号［裾野インター線］    県道 180 号［富士宮富士公園線］ 
県道 190 号［塩出尾崎線］     県道 396 号［富士由比線］ 
富士市道 34-3 号［左富士臨港線］（広見公園西南側） 

裾野市道 1-13 号（裾野ＩＣ～下和田交差点） 

補助幹線 

道  路 

上記以外の県道 
富士宮市道 1961 号［山宮 61 号線］ 

裾野市道 1-18 号（御宿平山交差点～富士裾野線） 

道

路

分

類 

その他 

(観光有料道路) 

南富士エバーグリーンライン(富士急) 

箱根スカイライン(静岡県道路公社)  芦ノ湖スカイライン(藤田観光) 

基 準 地 静岡、名古屋、甲府、東京 

重 要 地 静岡、沼津、浜松、富士吉田、大月、小田原、厚木 

主 要 地 富士、富士宮、御殿場、三島、朝霧高原、南部、本栖、山中湖、箱根、松田 

一 般 地 芝川、小山、裾野、長泉、富士川（→富士市に合併まで表示） 
目

標

地 そ の 他 

（市域内案内） 

富士宮市 ： 富士宮市街、富士宮駅、白糸滝 

富士市  ： 富士市街、新富士駅、富士駅、十里木、田子の浦港 

小山町  ： 小山市街、足柄峠 

御殿場市 ： 御殿場市街、印野 

裾野市  ： 裾野市街、十里木、水ヶ塚  

注：青字は近接他県 

 

【改善事項】 

・ 「朝霧高原」を富士山周辺地域の主要地とする。 
・ 富士山登山への起点となる駅と、富士山駐車場の「水ヶ塚」を一般地とする。 
・ 観光地の「白糸滝」、「十里木」、「印野」、「足柄峠」を一般地とする。 
・ 地域において方向を示す「田子の浦港」を一般地とする。 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

図 富士山周辺地域の道路分類と目標地 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

■市街地のエリアとその基準点

富士市街 

：距離を表示する場合の基準点

富士宮市街 小山市街 御殿場市街 

裾野市街 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

 ｂ 108 系標識の現況と整備イメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 主要交差点箇所における道路案内標識（108 系）の現状 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 主要交差点箇所における道路案内標識（108 系）の整備イメージ 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

（エ）著名地点案内 

a  主要観光ルートと観光エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 富士山、朝霧高原への主要観光ルートと観光エリア
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

（エ）著名地点案内 

  ｂ 著名地点の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※富士山地域の著名地点については市町単位で近年整備済みのため、今回は著名地点の設

定までとして配置計画は行わない。以降、県設置の著名地点のみ図示する。 

   主要観光ルート 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   主要観光ルート 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【Ｄ】は、県道上においては県が設置 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【Ｄ】は、県道上においては県が設置 

   主要観光ルート 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   主要観光ルート 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   主要観光ルート 
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

ｃ 整備イメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 朝霧高原エリア（108 系、114 系、著名地点誘導標識）の整備イメージ【県設置】

   主要観光ルート
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富士山周辺地域公共サイン整備行動計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 富士山エリア（108 系、114 系、著名地点誘導標識）の整備イメージ【県設置】 

※距離を表示する場合の基準点は、設置する標識から最も近い登山口までの距離とする。 
※主要幹線道路（国道１号、国道 139 号）から富士山への分岐交差点と東名 IC の出口へは、小型の著名地点誘導
標識にて、富士山の方面と距離を案内します。 

   主要観光ルート


